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資源 ごみの リサ イクル によ る温室効果ガス 放出削減量 の評価

山田正人 （国立公衆衛生院廃棄物工 学部）

1 ．は じめ に

　こ れ ま で 、リサイ クル に つ い て 、バ ー
ジ ン 材と リサイ クル 材を用 い たアル ミ缶、ガラス ビン、紙等

の 製造 を比較する ライ フ サイ ク ル アセ ス メ ン トは 数多 く存在する 。しか し リサ イクル は、製造分野 だ

け で な く、廃棄物 管理 シ ス テ ムを変更す る。よっ て 評価 で は、リサイ クル と他 の 廃棄物管理戦略にお

ける 、資源 ・エ ネル ギー
消費量 や環境負荷 と の 差を考 え る必 要が ある。こ れ を 目指 した も の と して 、

米国 の 環境保護局 （USEPA ）は 1998 年に
“
Greenhouse　Gas　Emission　from　Management　of　Selected　Materials

in　Municipal
’
Solid　Waste

” D
とい う報告書を公表 した。こ こ では、こ の 報告書で 用 い られ て い る推計方

法を概説 し、わが 国にお ける推 計に つ い て議論す る。

2 ．USEPA 報告書
P

にお ける排出／削減 量評 価の 枠組 み

　USEPA の 報告書で は、資源物と して 、4 種 の 古紙、ア ル ミ および ス チ ール缶、4 種の プラ ス ヂ ッ ク

容器 等を取 り上げ、こ れ ら晶 目に つ い て天 然資源取得 ・精製 、 製造 、 使用 、 リサイクル または廃棄物

処理と い うライフ サ イクル の 温室効果ガス排出量 を評価 して い る （図一1）。

　排出／削減量評価 の 境界 として 、 資源採掘

か ら始 ま る 「資源採掘基準」 と廃棄物 の 発生 　 入 力　 　　 ラ ィフサ ィクル ス テ ージ 　 　GHGM 出／ 炭素貯蔵

以降か ら始ま る f廃棄物発生基準」 を設定 し、

こ れ ら境界 内で 、製造や 輸送時に お け る エ ネ

ルギー
使 用 に よる温 室効 果 ガス の 排出 、エ ネ

ル ギー以外か らの 温 室効果 ガス の 放出、森林

等に お ける 炭素貯蔵量の 変化、な らびに エ ネ

ルギー回収 による温 室効果 ガス の 削減 をカウ

ン ドす る e なお 、エ ネルギー以外の 排 出とは、

製造段階の 炭酸カル シ ウム の 使用、天然 ガ ス

の 漏 出、アル ミ ニ ウム 精練か らの パ ー
フ ルオ

ロ カーボン と、廃棄 物処理にお ける埋立 によ

る メタン、ごみ焼却による亜酸化窒素で ある。

森林炭素貯蔵量の 変化で は 、現状で 伐採と成

長 は均衡 と仮定し、紙使用量 の 減少 の み がカ

ウン トされ る 。 また 、コ ンポス トや埋立有機

物 の
一部が炭素 と して土壌に 貯蔵 され ると考

え、プラ ス チ ッ ク の 貯蔵は考えな い 。

　評価 す る 廃棄 物 管 理 戦 略 は 発 生源 抑 制

（source 　redu 。tion）、リサイ クル 、コ ンポス ト

化、焼却，埋立で ある 。 こ こ で 発生源抑制と

は 、ピン缶等の 軽量化、紙の 両 面コ ピー、長

寿命化 等によ り製品 の 利用効率が向上 し、原

料の 取得と精製 に よる排 出が回避 され る こ と

で ある 。 製造段階の ベ ース ライ ン に は 、 現状
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図・1 ラ イ フ サ イ クル に おける GHG の 発 生源 ／ 消 失先
1）

の バ ー
ジ ン材 と リサ イ クル材の 使用 比率を とる。リサ イ クル で は、100％ リサ イクル材使用 と 100％ バ

ージ ン 材使用 との 比較 を行 い 、リサ イクル の形態 とし て 基本的に閉鎖ループ （ガラス ビンはガ ラス ビ

ンに リサイ クル される）を仮定 して い る 。

3 ．わ が国 に お ける 資源 ごみ リサイ クル に 伴う温室効果ガ ス排出量 の 推計

　筆者 らは 、わ が 国 の 資源 リサ イ クル にと もな う温 室効 果 ガス 排出／削減量の 推計 を進め て い る。こ

こ では、アル ミ缶 に つ い て 、主 に エ ネル ギー
使 用 に よ る 二 酸化炭 素排 出量を整理 した結果 を示す （表一1）。

　製造段階 にお ける推計に は、田代 ・大西 （1996＞ 2）
によ る報 告 を参考 に した。彼 らは、地金製造、板

金製造、製缶、充填、回収、リサ イ クル の ため の 加工 、埋立、各ス テ
ー

ジ 問の 輸送な らびに梱包資材
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に お ける街また は重量 あた りの エ ネル ギー使用量 を求 め、リサ イクル 率に よる 1 缶あた り の 消費エ ネ
ル ギーの 変動を求めるモ デル を提案 して いる 。こ の モ デル に基づ き 、 製造 エ ネル ギー、輸送エ ネル ギ
ー、埋 立 （輸送） に お ける エ ネル ギー使用量を算定 し、輸送 ヱ ネ ルギーを軽油 、それ以 外を電力と仮
定し て 、それぞれ二 酸化 炭素換算炭 素排出計数 7839g −CflO2Mcal3） と 104　g−ClkWh3

）
を用い て温室効果

ガス 排出量 を求 めた。

　さ らに焼却に っ い て 、参考に した の は Tanaka　et　al．（1998） 5｝
の 報告で ある。廃棄物処理にお ける収

集 、運 搬、焼却 、埋 立等の 各ス テ
ージ に お け る ライ フ サ イク ル イ ンベ ン トリ

ー
よ り、輸送に関係す る

もの と して 収集工 程 に お け る ごみ 1 トンあた りの 軽油使用 量、また、焼却主程 にお ける可燃 ごみ 1 ト

ンあた りの 電力お よび重 油使用量よ り、先に 示 した排出係数と重油の 8180g −C／102Mcal3） を用い て 温室
効果ガス 排 出量 を求めた。

　表一2 に は USEPA に お ける評価値 も併せ て 示 した。表は まだ完全で はな く、　 USEPA の報告書 か らは

詳細な算定方法が読み 取れ な い と こ ろ も あ る が 、少な く と も い くつ か の カ テ ゴ リー
で は 日本 と米 国 で

の 見積 も りは異 な っ て お り、わが 国独自の 推計が必要で ある こ と を示 して い る 。ま た、こ こ で 計上 し

てい る温室効果ガ ス 排出量 は主に シ ス テ ム の運転 に 由来す る も の で あ り、実際 には施設の 建設 に由来
す る部分 も加 える必要がある。さ らに リサイ クル の 形 態 と して 仮定され て い る 閉鎖ル ープは必ず し も
わが国 の実情に見合 っ た も の で はな く （例 えば、プラ ス チ ッ ク再生品 と て 有 力な繊維、建材等）、推計
に用いる シナ リオ に も変更が必要で ある。

4 ．お わ りに

　こ こ で 示 した 手法 に よ り得 られ る排出／削減量を用 いれば、回収 された資源 ごみ量を乗 じる ことで 、
国 家また は地域 レベ ル で 廃棄物管理シス テム の 変更 によ る 温室効果ガス 削減効果 を簡 易に見積 もる こ

とが で き る 。 こ の よ うな情報は、政策決定者や 廃棄物 の 管理者 と っ て 、廃棄物管理の 計画策 定の 参考
に な る とと も に、産業や 市民に 対 して も、廃棄物管理の 意義を伝え 、 発 生源で の 排出抑制や分別等 へ

の 協力を促す情報で あ る 考 え られ る。
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